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委 託 名 称

委 託 場 所

委 託 費 円 業 務 価 格 円

[建物概要]　　川越市消防団山田分団　　構造概要：Ｓ造　地上２階建　延床面積１１７㎡（平成１５年度建設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　外壁　窯業系サイディング　屋根　不燃シングル葺き

川越市消防団霞ケ関分団　構造概要：Ｓ造　地上１階建　延床面積１０９㎡（平成１８年度建設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　外壁　窯業系サイディング　屋根　シート防水（金属下地乾式断熱防水工法）

[業務内容]　　山田分団外壁及び防水改修工事設計一式

霞ケ関分団外壁及び防水改修工事設計一式

川越市大字山田１６７番地ほか１箇所

川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託

課　　長

設計業務委託  設 計 書 ・ 仕 様 書

委

託

の

大

要

　　川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団の外壁等改修に係る設計業務委託である。

年度令和



名　　　　　　　称 数　量 単　位

　１　業務価格

  ⑴　直接人件費 1 式

　⑵　諸経費 1 式

  ⑶　技術料等経費 1 式

  ⑷　特別経費 1 式

 業 務 価 格

　２　消費税等相当額 1 式

委 託 費

委　　　託　　　内　　　訳　　　書

金　　　　　　　　　　額 摘　　　　　　　　　　要

  A4版　設計用紙２号



設計業務委託特記仕様書 

 

 

１  委 託 名 称  川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託 

 

２  委 託 場 所  川越市大字山田１ ６ ７ 番地ほか１ 箇所 

 

３  委 託 概 要  本業務委託は、 川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団の外壁等改修

に係る 設計業務委託である 。  

 

４  対 象 建 物 概 要 ア 建物名称 ： 川越市消防団山田分団            

            住  所 ： 川越市大字山田１ ６ ７ 番地 

            建設年度 ： 平成１ ５ 年度 

            構  造 ： Ｓ 造 外壁 窯業系サイ ディ ング 

                  屋根 不燃シングル葺き  

            階  数 ： 地上２ 階 

            延床面積 ： １ １ ７ ㎡ 

 

          イ  建物名称 ： 川越市消防団霞ケ関分団            

            住  所 ： 川越市大字笠幡２ ３ ６ ５ 番地１  

            建設年度 ： 平成１ ８ 年度 

            構  造 ： Ｓ 造 外壁 窯業系サイ ディ ング 

                  屋根 シート 防水（ 金属下地乾式断熱防水工法）  

            階  数 ： 地上１ 階 

            延床面積 ： １ ０ ９ ㎡ 

 

 

５  設 計 等 の 内 容  ⑴ 屋根防水改修工事 一式 

① 防水改修   ：  屋上防水改修 

（ シート 防水、 カバー工法等）  

建具・ 目地シール撤去打替え 

                      ⑵ 外壁改修工事 一式 

① 劣化数量調査 ：  ク ラ ッ ク 、 浮き 等補修個所数の調査 

② 外壁改修   ：  ク ラ ッ ク 、 浮き 等補修のう え仕上げ改修 

        サイ ディ ング張替え検討、鉄部の補修及び塗装 

塗替え 

③ その他    ：  漏水箇所の補修、 外壁付属物の補修及び 

塗装塗替え、 樋及びド レ ン改修、 外部清掃 



           ⑶ 建具改修工事 一式 

① 建具改修   ：  ク レセント 、 ガス ケッ ト 、 戸車及び落下防 

止金具等改修が必要な箇所を調査のう え設 

計に反映、 網戸張替え 

           ⑷ 内部塗装工事  ：  山田分団車庫 天井デッ キプレ ート ケレ ン 

塗装 

           ⑸ 電気設備改修工事 一式 

① 電気設備改修  ： 外部に面する 照明器具をＬ Ｅ Ｄ 器具に交換 

         等 

② 機械設備改修  ： 空調配管屋外用化粧カバー撤去新設 

           ⑹ 外構改修工事 一式 

① 山田分団 フェ ンス 、 車止め、 植栽等       

： 撤去新設、 伐採伐根等 

 

６  設 計 に つ い て  ・  設計にあたっては、 劣化状況を把握し 、 具体的な改修方法を選

定し 監督員と 協議のう え、 設計を行う こ と  

・  発注ごと に、 別々の工事と し て設計をま と める こ と 。  

 例 川越市消防団山田分団外壁等改修工事 

   川越市消防団霞ケ関分団外壁等改修工事 など 

・  市場単価については最新の複数の刊行物を比較し 、 カタ ロ グ単 

価・ 見積り については原則３ 者以上を比較する こ と 。なお、見積徴 

収の際は、 監督員と 協議のう え、 見積条件書を付し た見積依頼書 

を作成する こ と 。  

           ・  アス ベス ト 含有建材の改修に関し ては、 関係部署と 協議し 、 アス

ベス ト 飛散対策を十分講じ る こ と 。  

           ・  補修個所は、 ク ラ ッ ク 等を目視によ る 調査を行い、 必要に応じ て

打診調査を行う こ と 。  

 

７   貸 与 資 料   ・  対象建物各種工事設計図／完成図（ Ｃ Ａ Ｄ データ ）  

            ・  アス ベス ト 調査結果報告書 

              山田分団 ： 令和７ 年度実施済み 

屋根 不燃シングル葺き   含有無し  

                    外壁 窯業系サイ ディ ング 含有無し  

                    外壁 目地シーリ ング   含有無し  

                    サッ シ廻り  シーリ ング  含有無し  

                    軒裏 フレ キシブルボード  含有あり  

              霞ケ関分団： 令和８ 年度実施予定（ ８ 月完了予定）  

 

８  委 託 す る 業 務  ・  設計業務一覧表及び提出図書等一覧表によ る 。  



 

９ 提 出 書 類   

 期限 留意事項 

事前提出 令和９年２月１０日 内容確認・調整等を行うにあたり、成果物一式

を事前に提出すること。 

最終提出 令和９年３月１０日 提出図書等一覧表により、成果物引渡書に提出

物一覧表を添付のうえ、クリアボックスにまと

め提出すること。なお、提出する成果物は監督

員の承諾を得たものとする。 

※図面サイズはＡ３縮小版とする。（原図はＡ２） 

１０ そ  の  他 ・ 積算及び設計図書の構成については、監督員と協議すること。 

           ・ 提出時の最新の単価（埼玉県単価及び刊行物）を採用すること。 

           ・ 内訳書の作成は、営繕積算システム RIBC2（（一財）建築コスト 
管理システム研究所）の内訳書作成システムによること。 

           ・ 図面の様式及び改修内容や凡例等の表記は、本市共通の形式と

なるよう、監督員の指示に従い、図面作成を行うこと。 

           ・ 現地調査にあたっては、現地及び補修個所を撮影し、写真をと

りまとめ報告書として提出すること。 

           ・ 委託期間初期に、アスベスト含有の疑いのある建材は、事前時

に監督員と協議を行うこと。また、調査内容を改修内容に反映さ

せること。 

           ・ 山田分団並びに霞ケ関分団新築並びに改修時のＣＡＤデータを基

に設計をすること。 

           ・ 本設計委託の対象工事は川越市週休２日制適用工事（現場閉所型）

であり、想定工程、積算に反映させること。 

           ・ 工事費概算額を令和８年９月末までに提出すること。 



川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託

委託場所

委 託 名

川越市大字山田１ ６ ７ 番地ほか１ 箇所

案 内 図

Ｎ

川越市消防団山田分団

北部地域
ふれあいセン タ ー

山田中学校

国
道

２
５

４
号

委託場所

川越市大字山田１ ６ ７ 番地

山田小学校
山田公民館
山田市民セン タ ー

（ 山田分団）
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川越市大字山田１ ６ ７ 番地ほか１ 箇所

川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託

配 置 図

Ｎ

凡 例

本委託範囲

委 託 名

委託場所

川越市消防団山田分団

Ｓ ＝１ ： ２ ０ ０

建物



川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託

委託場所

委 託 名

川越市大字山田１ ６ ７ 番地ほか１ 箇所

案 内 図

Ｎ

川越市消防団霞ケ 関分団

県立川越西高等学校

霞ケ関西公民館

霞ケ関西小学校

委託場所

川越市大字笠幡２ ３ ６ ５ 番地１

（ 霞ケ関分団）
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川越市大字山田１ ６ ７ 番地ほか１ 箇所

川越市消防団山田分団及び霞ケ関分団外壁等改修工事設計業務委託

配 置 図

Ｎ

凡 例

本委託範囲

委 託 名

委託場所

川越市消防団霞ケ 関分団

Ｓ ＝１ ： ３ ０ ０

建物



設 計 業 務 一 覧 表
※〇印の業務を 実施する 。

委託 業務内容 特記事項 委託 業務内容 特記事項

１ ． 建築意匠図の作成 ４ ． 外構図書の作成

○ 　 （ １ ） 　 配置図及び屋外施設図 ○ 　 （ １ ） 　 外構工事図

○ 　 （ ２ ） 　 平面、 立面、 断面、 詳細図及び仕上表等 　 （ ２ ） 　 特記仕様書の作成

　 （ ３ ） 　 略図、 平面図示の上建築面積算出書記入 ○ 　 （ ３ ） 　 資材数量等の算出

　 （ ４ ） 　 日影図（ 敷地全体、 真北測定含む） ○ 　 （ ４ ） 　 単価に関する 資料

○ 　 （ ５ ） 　 特記仕様書の作成 ○ 　 （ ５ ） 　 工事費積算書の作成

○ 　 （ ６ ） 　 資材数量等の算出 ５ ． 模型の作成

○ 　 （ ７ ） 　 単価に関する 資料 　 　 　 　 　 ス チレ ン ボード 等によ る 全体模型 縮尺： １ /５ ０ 　 程度

○ 　 （ ８ ） 　 工事費積算書の作成 内訳書作成シ ス テム 利用 ６ ． 地質調査

２ ． 建築構造図書の作成 　 　 　 　 　 ボーリ ン グ （ ３ ０ ｍ １ ヶ 所）

　 （ １ ） 　 構造図の作成 ７ ． 耐震補強の検討

　 （ ２ ） 　 特記仕様書の作成 　 （ １ ） 　 耐震補強の解析

　 （ ３ ） 　 資材数量等の算出 　 （ ２ ） 　 耐震補強計画及び補強後のI ｓ 値の算定

　 （ ４ ） 　 単価に関する 資料 　 （ ３ ） 　 耐震補強設計要領書に記載さ れている 業務

　 （ ５ ） 　 工事費積算書の作成 ８ ． 諸手続き の準備等

３ ． 設備工事（ 各設備工事） 図書の作成 　 　 　 　 　 提出図書等一覧表に記載さ れている 手続き

○ 　 （ １ ） 　 設備工事図 ９ ． その他

○ 　 （ ２ ） 　 設備工事計算書 ○ 　 （ １ ） 　 提出図書等一覧表に記載さ れている 業務

○ 　 （ ３ ） 　 特記仕様書の作成 ○ 　 （ ２ ） 　 概算工事費の検討

○ 　 （ ４ ） 　 資材数量等の算出 ○ 　 （ ３ ） 　 外部劣化調査報告書

○ 　 （ ５ ） 　 単価に関する 資料 　 （ ４ ） 　 ア ス ベス ト 調査報告書

○ 　 （ ６ ） 　 工事費積算書の作成 内訳書作成シ ス テム 利用

　



原図・ 原案 複写 摘要 部数 摘要

・ 建築意匠設計図（ 特記仕様書共） １ 部 ※１ ・ 打合せ議事録 １ 部

・ 電気設備設計図（ 特記仕様書共） １ 部 ※１ ・ 図書フ ァ イ ル １ 部

・ 機械設備設計図（ 特記仕様書共） ・ 電子データ （ Ｃ Ｄ －Ｒ ） （ 電子納品作成要領によ る ） １ 部

・ 工事費積算書　 　 　 　 （ 建築・ 電気） １ 部 ・ 現地調査写真綴り １ 部

・ 積算数量算出書　 　 　 （ 建築・ 電気） １ 部 ・ 想定工程表 １ 部

・ 単価に関する 資料　 　 （ 建築・ 電気） １ 部 ※２ ・ 外部劣化調査報告書 １ 部

・ 提案内容に応じ て、 市は必要な追加検討、 追加図書を 求める 場合がある 。 ※１ 図面フ ァ イ ルに収納し 、 Ａ ３ 版縮小印刷と する こ と 。

・ 特記なき 体裁・ 部数は指示によ る 。 ( 工事毎) ※２ 単価作成資料、 見積資料（ 見積書原本、 見積依頼書、 見積条件書等）

・ 設計図書の構成については監督員と 協議する こ と 。 を 含む。

・ 設計図、 積算書等のフ ォ ーマッ ト は作成前に監督員と 協議する こ と 。

提　 出　 図　 書　 等　 一　 覧　 表

図 書 名 等

　 実施設計の設計図書等は下表のう ち、 部数指定のある も のは記入し た部数を それ
ぞれ整理のう え提出する も のと する 。

図 書 名 等



 

電子納品作成要領 

 

１ ． 趣旨 

本要領は、 地質調査、 耐震診断及び設計等の業務委託のほか、 建築工事及び設備工事

等における 電子納品を実施する にあたり 必要な事項を 定める 。  

 

２ ． 電子納品の定義 

電子納品と は、 地質調査、 耐震診断及び設計等の業務委託のほか、 建築工事及び設備

工事等の各業務段階の最終成果を 電子データ で納品する こ と をいう 。  

 

３ ． 電子納品の対象と する 図書等 

別表 1、 別表 2 によ る  

 

４ ． 納品部数 

別表 2 によ る  

 

５ ． 電子データ 作成 

（ １ ） CAD データ  

・  DWG 形式と する 。 ただし 、 こ の形式によ る 提出が困難な場合は、 監督員と

協議のう え別形式と する こ と ができ る 。  

 

（ ２ ） Ｐ Ｄ Ｆ データ  

・  Ｃ Ａ Ｄ データ 変換も し く は原図から のダイ レ ク ト ス キャ ン方式によ り 、 PDF

形式フ ァ イ ルを 作成する こ と 。  

・  解像度は６ ０ ０ dpi 相当以上と する 。  

・  寸法合わせの誤差は極力無く し 、図面の原寸大になる こ と 。（ 過度の余白は入

れない）  

 

（ ３ ） 提出媒体 

・  提出する 記録メ ディ アは CD-R（ ６ ５ ０ MB 相当以上） と する 。  

・  フ ォ ルダ名及び構成については、 監督員の指示によ る 。  

・  CD-R 表面ラ ベル及び CD ケース には市指定の記載事項を 明記する こ と 。  

 

６ ． 上記以外の電子データ 作成 

・  表形式はＭｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ  Excel（ .xls） 形式にて提出する こ と 。  

・  文書形式はＭｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ  Word（ .doc） 形式にて提出する こ と 。  

・  写真データ はＪ ｐ ｅ ｇ （ .jpg）（ .jpeg）（ .jpe） 形式にて提出する こ と 。  

・  フ ァ イ ル名及び構成については、 監督員の指示によ る 。  

・  その他の電子データ については、 監督員と 協議のう え提出する こ と 。  

 

 

 



 

７ ． 検査 

・  納品さ れる 成果物について、 記録媒体のキズ及び汚れ等の物理的ク レ ーム 及

び、 記録内容の適正な検査を 受けなければなら ない。  

・  検査の結果不合格の場合は、 監督員と 協議のう え再度ス キャ ニング作業等を

行う ほか記録媒体の交換等を 行い、 再検査を 受ける も のと する 。  

 

８ ． 厳守義務 

・  受注者は、 受注業務上知り 得た秘密を 漏ら し てはなら ない。  

 

９ ． その他 

・  仕様書に明記の無い箇所及び不明な箇所は、 監督員と 協議のう え指示に従う  

こ と 。  

・  提出する Ｃ Ｄ －Ｒ はウ ィ ルス チェ ッ ク を 行い、 委託名称、 作成年月、 受注者

名、 何枚目／総枚数、 ウ ィ ルス 対策ソ フ ト 名を記入する こ と 。  

 

 

 

別表 1   設計業務委託の電子納品対象図書 

種別 図書名 適用 備考 

設計図面 設計図面 ○ CAD データ ・ PDF データ  

設計書 設計書（ 内訳書）  ○ 単価比較表等を 含む 

写真 調査記録写真など  ○  

その他提出書類  △  

○： 積極的に電子納品する も の    △： 状況によ り 電子納品する も の 

 

 

別表 2   納品内容およ び部数 

分類 対象図書 提出媒体 部数 

設計業務委託 

CAD データ 、 J peg データ 等 

・ 設計図面 

・ 設計書 

・ 写真（ デジ タ ル写真の場合）  

・ そ の他提出書類 

CD-R 

（ ６ ５ ０ MB 相当以上）  
１ 部 

PDF データ  

・ 設計図面 

CD-R 

（ ６ ５ ０ MB 相当以上）  
１ 部 

 



 

  共通事項 

   （ 総則）  

 1)  設計業務受注者（ 以下「 受注者」 と いう ） は、 公務員の精神に則り 、 公共の利益の

  ためによ り 高度な知識と 経験を 傾注し 、 誠意を も っ て設計にあ たら なければなら ない

 2)  受注者は、 業務上知り 得た秘密を 漏ら し てはなら ず、 市の正当な利益を 擁護し なけ

  ればなら ない。  

   （ 設計の理念）  

 3)  受注者は設計にあたり 、 公共建築物の社会的使命と 機能を 十分に認識し て、 安全性

  合理性、 耐久性、 経済性、 及び維持保全性等を 研究し 、 設計し なければなら ない。  

 4)  受注者は、 建築物の敷地条件、 自然的条件及び社会的条件を 十分に調査研究し 、 創

  造性、 美観性及び機能性を 発揮し 、 川越市の風土を 活かし 市民にと っ て親し みやすく

  文化性の高いも のを 設計し なければなら ない。  

 5)  建築物、 及び建築設備の設計にあ たっ ては、 建築物の用途、 及び立地条件を 勘案し

  て、 その配置計画、 意匠計画、 構造計画、 建築設備設計等に省エネルギー・ 省資源対

  策を 十分配慮し て設計し なければなら ない。  

 6)  受注者は、 市の示す設計要求書等に従っ て設計する も のと し 、 過大な設計を 行っ て

  はなら ない。 ま たコ ス ト 縮減を 積極的に図る も のと する 。  

 7)  川越市環境方針に基づく 、 川越市環境にやさ し い率先実行計画（ 公共事業における

  環境配慮） に沿っ て、 環境への配慮を 徹底する も のと する 。 ま た、 ノ ン アス ベス ト 材

  料の選定を 推進する も のと する 。  

 8)  ホ ルム アルデヒ ド 等有害化学物質の発生抑制を 図る など 室内環境に配慮する も のと

  する 。  

   （ 設計の技術援助の禁止）  

 9)  受注者は設計にあたり 、 施工業者、 又は製造業者等から 有償、 無償を 問わず一切の

  技術援助、 その他の利益、 又は助力を 受けてはなら ない。 ただし 、 特別の事由によ り

  必要と する 場合は、 市と 協議し 承諾を 受けなければなら ない。  

   （ 協力事務所に関する 協議等）  

 10)  受注者は、 受注し た設計のなかで構造設計、 設備設計、 積算等の協力事務所を 必要

  と する 場合は、 市と 協議し 、 再委託に関する 承諾を 受けなければなら ない。 仕様書の

  各事項は、 協力事務所にも 適用する も のと する 。  

   （ 打合せ等）  

 11)  設計業務を 適正かつ円滑に実施する ため、 管理技術者と 監督員は常に密接な連絡を

  と り 、 業務の方針及び条件等の疑義を 正すも のと し 、 その内容については、 その都度

  受注者が打合せ記録簿に記録し 、 相互に確認し なければなら ない。  

 12)  受注者が設計業務実施のため必要な事項について関係機関と 協議等を 行っ た場合は

  協議内容等を 取り ま と め、 打合せ記録簿に記録し 、 監督員に提出する 。  

   （ 材料、 工法等）  

 13)  使用材料の選定にあたっ ては、 十分に検討の上、 使用する も のと し 、 諸資材は、  

  県内産品の使用を 優先する よ う 配慮する も のと する 。  

 14)  新材料、 新製品、 新工法については、 相当な期間の使用経験、 施工実績等を 勘案し

  積極的な採用はさ し ひかえる も のと する 。  

 15)  特許、 実用新案等を 伴う 材料、 工法は、 採用し てはなら ない。  

 16)  外国製の材料、 機器は、 使用し てはなら ない。  

 17)  14) 、 15) 、 16) については、 市がその使用、 採用について承諾し た場合はこ の限り で

はない。  

 

 

 

 

 

 



   （ 図面表示）  

 18)  機械、 機器類の容量、 圧力等の数値は、 日本工業規格、 その他公的な規格のあ る も

  のと する 。 ただし 、 特定の事由によ り 製造業者のカ タ ロ グ値、 公表値等を 表示する 場

  合は、 あら かじ め監督員と 協議し 承諾を 受けなければなら ない。  

 19)  機械、 機器の性能及び作動方法等並びに姿図及び詳細図等は、 特定の製造業者等の

  １ 社によ る も のを 表し てはなら ない。 ただし 、 特定の事由によ り 必要と する 場合は、

  あら かじ め監督員と 協議し 承諾を 受けなければなら ない。  

   （ 積算）  

 20)  工事価格を 積算する ための数量の計測・ 計算の方法及び価格の算出方法については

  「 建築工事数量積算基準・ 同解説（ 建築工事建築数量積算研究会制定） 」 「 建築設備

   数量積算基準・ 同解説（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 」 に拠り 、 内訳書の

   作成については「 建築工事内訳書作成要領（ 建築工事内訳書標準書式検討委員会制

   定） 」 「 公共建築工事内訳書標準書式【 設備工事】 ・ 同解説（ 国土交通省大臣官房

   官庁営繕部監修） 」 に拠る も のと する 。              

 21)  設計、 及び積算にあ たり 、 製造業者、 商社等から 参考見積を と る 場合は、 あら かじ

  め監督員と 協議を 行う 。  

   （ 関係法令等の遵守）  

 22)  設計業務の実施に当たっ ては、 建築基準法、 消防法、 その他の関係法令等を 遵守し

なければなら ない。  

 23)  各種打合せの結果、 設計に重大な影響を 及ぼす事項がある 場合は、 遅滞なく 市に連

  絡し なければなら ない。  

   （ その他）  

 24)  設計にあ たっ ては、 「 埼玉県福祉のま ちづく り 条例」 、 「 高齢者、 身体障害者等が

円滑に利用でき る 特定建築物の建築の促進に関する 法律」 、 「 ふる さ と 埼玉の緑を

守り 育てる 条例」 、 「 川越市開発行為等指導要綱」 及び「 雨水調整計算要綱」 等を

遵守し なければなら ない。  

 25)  報告書等を 印刷物で作成、 提出する 場合は、 古紙配合率７ ０ ％以上、 本文白色度 

  ７ ０ ％程度以下と する 。  

 26)  各種の設計にあたり 、 別に示さ れた指導、 基準、 要領、 指針等が有る 場合は、 それ

に従う も のと する 。  

 27)  基本設計、 実施設計については、 埼玉県建築工事設計業務委託共通仕様書第３ 章、

  第４ 章を それぞれ準用する 。  


